
第40回第40回

市
で
は
、
平

成
20
年
に
ト
キ

分
散
飼
育
地
と

し
て
、
国
の
決

定
を
受
け
、
平

成
23
年
１
月
22

日
に
佐
渡
か
ら

来
た
２
ペ
ア
の
ト

キ
に
よ
る
分
散

飼
育
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

当
初
か
ら
飼

育
施
設
は
非
公

開
と
な
っ
て
お
り
、
ト
キ
の
姿
は
、
学

習
コ
ー
ナ
ー
の
モ
ニ
タ
ー
で
し
か
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
り
多
く
の
人
に
ト
キ
の
姿
を
見
て

も
ら
う
た
め
に
、
市
で
は
平
成
26
年
か

ら
ト
キ
の
一
般
公
開
に
向
け
た
準
備
・

調
整
を
進
め
、
今
年
度
初
め
に
は
公
開

施
設
の
建
設
に
着
手
し
、
11
月
に
完
成

し
ま
し
た
。

「
ト
キ
公
開
施
設
完
成
」

実
際
に
見
て
も
ら
う
ト
キ
は
、
13
歳
、

12
歳
、
９
歳
、
４
歳
の
オ
ス
４
羽
で
す
。

公
開
用
の
個
体
は
、
現
在
施
設
に
慣
れ

る
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
12
月
15
日
か
ら
12
月
28

日
ま
で
試
験
公
開
を
行
っ
た
の
ち
、
一
旦

閉
鎖
し
、
繁
殖
期
が
終
る
の
を
待
っ
て

来
年
７
月
１
日
に
一
般
公
開
を
ス
タ
ー

ト
す
る
予
定
で
す
。

お
た
ず
ね
／
出
雲
市
ト
キ
分
散
飼
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
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※分散飼育センター南側に建設された公開施設

No.106（環境省提供）

No.497（BRオス）

No.212（ＢＢオス）

No.178（AKオス）

国
営
緊
急
農
地
再
編
整
備
事
業

「
宍
道
湖
西
岸
地
区
」が
始
ま
り
ま
す

　

宍
道
湖
西
岸
地
区
の
農
地
は
、

狭
小
な
ほ
場
区
画
で
、
降
雨
時
は

水
が
溜
ま
る
な
ど
し
て
、
生
産
性

の
高
い
農
業
へ
の
転
換
を
図
る
こ

と
が
困
難
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
、
国
営
緊
急
農
地
再
編
整

備
事
業
に
よ
り
、
水
田
と
農
業
用

の
排
水
施
設
を
一
体
的
に
整
備
す

る
こ
と
で
、優
良
農
地
を
確
保
し
、

水
稲
単
作
農
業
か
ら
の
脱
却
を
図

り
な
が
ら
、
市
場
の
ニ
ー
ズ
と
高

い
収
益
が
見
込
め
る
作
物
の
生
産

へ
転
換
を
図
り
ま
す
。

受
益
地
区
：
平
田
地
域
の
灘
分
、
西
代
、

　
　
　
　
　
国く
に
ど
み
な
か
む
ら

富
中
村
、
布
崎
地
区

事
業
工
期
：
２
０
１
８
年
度
～
２
０
２
９
年
度

総
事
業
費
：
２
６
０
億
円

　
　
　
　
　
（
区
画
整
理
１
３
０
億
円
、

　
　
　
　
　

  

排
水
施
設
１
３
０
億
円
）

受
益
面
積
：
４
５
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

主
要
工
事
：
区
画
整
理
４
４
８
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
農
業
用
用
排
水
４
５
６
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
　
　
　
排
水
機
場　
３
か
所

　
　
　
　
　
幹
線
排
水
路（
新
設
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
幹
線
排
水
路（
改
修
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

お
た
ず
ね/

農
林
基
盤
課
国
営
事
業
対
策
室　

☎
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開所式で祝辞を述べる長岡市長

看板掲示式の様子
左から
宍道湖西岸地区農村整備推進協議会 多久和会長
長岡出雲市長、溝口島根県知事、中国四国農政局 
大浦局長、中国四国農政局 宮森部長、中国四国農
政局宍道湖西岸農地整備事業所 井所長

中国四国農政局宍道湖西岸農地整備事業所
看板掲示式と開所式の様子（10月10日開催）
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